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立川市議会初の報告
会を、皆さまからの
ご意見やご質問をい
ただきながら開催し
ます。お気軽にお越
しください。

立川市議会初の報告
会を、皆さまからの
ご意見やご質問をい
ただきながら開催し
ます。お気軽にお越
しください。

立
川
市
農
業
委
員
会
委
員
候
補
者

　

▼
伊
藤　

幸
秀　

氏

立
川
市
高
松
町
在
住

立
川
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　

▼
貴
志　

力　
　

氏

立
川
市
柴
崎
町
在
住

　

▼
楢
原　

和
穆　

氏

立
川
市
富
士
見
町
在
住

　

▼
卯
月　

平
吉　

氏

立
川
市
砂
川
町
在
住

　

▼
長
谷
川　

朗　

氏

立
川
市
富
士
見
町
在
住

立
川
市
選
挙
管
理
委
員
会
補
充
員

　

▼
初
道　

清
光　

氏

立
川
市
曙
町
在
住

　

▼
遠
藤　

隆
三　

氏

立
川
市
西
砂
町
在
住

　

▼
永
沼　

次
男　

氏

立
川
市
上
砂
町
在
住

　

▼
平
間　

昇　
　

氏

立
川
市
若
葉
町
在
住

立
川
市
固
定
資
産
評
価
員

　

▼
大
霜　

俊
夫　

氏

大
月
市
富
浜
町
在
住

人事紹介
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⚒⚓

２
月　

日　

議
会
運
営
委
員
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⚒⚘

　
　
　
　
　

本
会
議

２
月　

日
Ỗ
３
月
６
日

⚒⚙

　
　
　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

３
月
７
日　

総
務
委
員
会

３
月
８
日　

厚
生
産
業
委
員
会

３
月
９
日　

環
境
建
設
委
員
会

３
月　

日　

文
教
委
員
会

⚑⚒

３
月　

日　

立
川
ま
ち
づ
く
り

⚑⚓

特
別
委
員
会

３
月　

日　

議
会
改
革

⚑⚔

　
　
　
　
　

特
別
委
員
会

３
月　

日
Ỗ　

日

⚑⚕

⚑⚖

　
　
　
　
　

本
会
議

３
月　

日　

厚
生
産
業
委
員
会

⚑⚙

３
月　

日　

議
会
運
営
委
員
会

⚒⚑

３
月　

日　

本
会
議

⚒⚒

 「平成⚒⚔年度立川市一般会計予算」を含む市長提出の⚔⚐議案を可
決・承認

 ⚒⚒名の委員からなる予算特別委員会を設置し、平成⚒⚔年度各会
計予算の審査を行う

 「孤立死及び虐待防止対策について」を厚生産業委員会の特定事
件に

 ⚑⚓名の議員が市政全般にわたり、一般質問を行う

第⚑第⚑回回定例定例会会

墓
地
等
に
関
す
る
条
例
を
可
決

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算
をををををををををををををををををををををを
可可可可可可可可可可可可可可可可可可可可可可
決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決

⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚒⚔⚔⚔⚔⚔⚔⚔⚔⚔⚔⚔⚔⚔⚔⚔⚔⚔⚔⚔⚔⚔⚔

平
成

年
度
予
算
を
可

平
成　

年
度
予
算
を
可
決決

⚒⚔⚒⚔

平
成　

年
度
予
算
を
可
決

⚒⚔

（柏小学校入学式（柏小学校入学式））担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任ののののののののののののののののののののののののののののののののの先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生ののののののののののののののののののののののののののののののののの紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹担任の先生の紹介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介担任の先生の紹担任の先生の紹介介

◆◆
会
議
の
経

会
議
の
経
過過
◆◆
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国
保
料
値
上
げ
を
見
送
る
べ
き

 

市
長
は
苦
渋
の
選
択
に
よ
り
国

保
料
の
改
定
を
行
う
と
述
べ
ま
し
た

が
、
加
入
者
か
ら
は
高
く
て
払
え
な

い
と
の
悲
痛
な
声
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。
厳
し
い
生
活
実
態
を
考
慮
し
、

暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
財
政
調
整
基

金
を
活
用
し
て
値
上
げ
を
見
送
る
検

討
は
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

苦
渋
の
中
で
改
定
を
判
断

 

国
保
料
の
改
定
は
本
来
の
医
療

保
険
と
し
て
の
事
業
の
持
続
性
、
負

担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
苦
渋
の

中
で
改
定
を
判
断
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
市
政
全
般
の
運
営
や
財
政
調
整

基
金
の
役
割
を
考
え
れ
ば
、
料
金
改

定
分
の
財
源
を
財
政
調
整
基
金
に
求

め
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
す
。

問答

放
射
能
の
被
害
か
ら
命
を
守
れ

 

放
射
能
測
定
装
置
を
購
入
し
て
、

給
食
食
材
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
が
持

ち
込
む
も
の
も
測
定
す
べ
き
と
考
え

ま
す
。
ま
た
希
望
す
る
農
家
が
放
射

性
物
質
検
査
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

支
援
し
、
地
元
農
産
物
の
安
全
性
を

積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
で
あ
る

と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

市
独
自
の
測
定
装
置
を
準
備

 

現
在
、
市
で
食
品
放
射
能
測
定

装
置
を
準
備
し
、
測
定
を
行
え
る
よ

う
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の

測
定
要
望
に
つ
い
て
は
、
給
食
食
材

の
測
定
状
況
等
を
踏
ま
え
て
研
究
し

ま
す
。
農
産
物
の
検
査
は
、
都
が
品

目
ご
と
に
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
結

果
を
公
表
し
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。

問答

・
市
民
の
厳
し
い
暮
ら
し
の
認
識

・
社
会
保
障
と
税
の
改
革
の
影
響

・
職
員
の
不
祥
事
に
対
す
る
見
解

・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を

・
民
間
住
宅
の
耐
震
化
の
強
化
を

・
孤
立
死
を
な
く
す
対
応

・
家
庭
ご
み
有
料
化
や
め
る
べ
き

・
北
口
デ
ッ
キ
延
伸
の
見
直
し
を

そそそそそそそそそそそそ
のののののののののののの
他他他他他他他他他他他他
のののののののののののの
主主主主主主主主主主主主
なななななななななななな
項項項項項項項項項項項項

そ
の
他
の
主
な
項
目目目目目目目目目目目目目

厳しい市民の生活と安全を守厳しい市民の生活と安全を守れれ
日本共産党
上條　彰一

適
切
な
生
活
保
護
の
実
施
を

 

必
要
な
保
護
を
適
切
に
実
施
し
、

市
民
の
最
低
限
度
の
生
活
を
保
障
し

て
命
を
守
る
こ
と
が
最
優
先
の
行
政

の
役
割
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
こ
と
を
、
市
長
自
ら
宣
言
す
る
こ

と
こ
そ
が
こ
れ
か
ら
の
本
市
の
生
活

保
護
行
政
に
お
い
て
極
め
て
重
要
だ

と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

国
が
財
政
責
任
を
負
う
べ
き

 

全
国
一
律
の
最
低
保
障
と
い
う

観
点
か
ら
す
れ
ば
、
人
件
費
を
含
め
、

財
政
責
任
の
す
べ
て
は
国
が
負
う
べ

き
性
格
の
も
の
で
す
。
そ
う
す
る
こ

と
で
初
め
て
す
べ
て
の
国
民
の
安
心

を
支
え
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し

て
、
全
国
で
統
一
し
て
公
平
、
平
等

に
執
行
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

問答

国
体
の
盛
り
上
げ
を

 

立
川
市
で
行
わ
れ
る
自
転
車
競

技
を
始
め
と
し
た
４
種
目
に
つ
い
て
、

も
っ
と
盛
り
上
げ
る
た
め
の
取
り
組

み
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
国
体
参
加
の
た
め
の
練
習
を

支
援
す
る
な
ど
、
競
技
団
体
と
の
連

携
も
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す

が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

国
体
の
周
知
・
啓
発
に
つ
な
げ
る

 

ゆ
り
ー
と
ダ
ン
ス
キ
ャ
ラ
バ
ン

隊
に
よ
る
周
知
啓
発
、
ポ
ス
タ
ー
の

作
成
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報

発
信
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今

後
も
国
体
出
場
チ
ー
ム
の
強
化
試
合

の
会
場
提
供
を
行
う
な
ど
、
競
技
団

体
と
連
携
し
、
国
体
出
場
に
つ
な
が

る
選
手
育
成
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

問答

・
行
政
経
営
の
ス
タ
ン
ス

・
公
契
約
条
例
に
つ
い
て

・
障
が
い
者
施
策
に
つ
い
て

・
特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

・
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

・
清
掃
工
場
移
転
に
つ
い
て

・
公
共
施
設
の
改
築
問
題
に
つ
い
て

・
競
輪
事
業
に
つ
い
て

そそそそそそそそそそそそ
のののののののののののの
他他他他他他他他他他他他
のののののののののののの
主主主主主主主主主主主主
なななななななななななな
項項項項項項項項項項項項

そ
の
他
の
主
な
項
目目目目目目目目目目目目目

思いやりのある行政運営思いやりのある行政運営をを
民主・市民フォーラム

太田　光久

職
員
数
の
着
実
な
削
減
を

 

市
長
の
選
挙
公
約
で
は
、
４
年

間
で　

人
の
職
員
削
減
と
あ
る
が
、

１００

平
成　

年
４
月
１
日
の
職
員
定
数
は

２４

千　

人
程
度
で
調
整
中
と
の
こ
と
で

１６２
す
。
残
さ
れ
た
期
間
中
で
の　

人
の

１００

職
員
削
減
に
向
け
、
着
実
に
取
り
組

む
と
の
決
意
で
す
が
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
で
し
ょ
う
か
。

減
員
に
取
り
組
む

 

職
員
定
数
適
正
化
計
画
で
平
成

　

年
４
月
１
日
に
多
摩
類
似
市
平
均

２７で
あ
る
千　

人
以
下
を
目
指
す
と
定

１００

め
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
は
維
持

し
つ
つ
経
営
戦
略
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て

減
員
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
行
政

評
価
に
よ
り
個
々
の
事
業
の
分
析
を

行
い
、
適
正
化
に
努
め
ま
す
。

問答

ご
み
減
量
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

 

本
市
で
は
燃
や
せ
る
ご
み
５
年

で　

パ
ー
セ
ン
ト
減
量
に
取
り
組
ん

５０
で
い
ま
す
が
、
目
標
達
成
の
た
め
に

は
家
庭
ご
み
の
戸
別
収
集
有
料
化
の

実
施
が
大
き
な
か
ぎ
に
な
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
家
庭
ご
み
の
戸
別
収
集

有
料
化
を
実
施
す
る
と
仮
定
し
た
場

合
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

減
量
目
標
を
達
成
し
た
い

 

本
市
で
は
様
々
な
減
量
施
策
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
な

る
減
量
効
果
を
見
込
む
こ
と
は
難
し

い
状
況
で
す
。
戸
別
収
集
有
料
化
を

実
施
す
る
場
合
、
説
明
会
の
実
施
等
、

準
備
期
間
も
含
め
１
年
６
カ
月
程
度

を
要
し
、
平
成　

年
度
秋
頃
の
実
施

２５

を
考
え
て
い
ま
す
。

問答

・
財
政
調
整
基
金
と
予
算
編
成

・
少
子
高
齢
化
と
社
会
保
障
制
度

・
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て

・
旧
庁
舎
施
設
の
活
用
に
つ
い
て

・
国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て

・
地
域
経
済
の
振
興
に
つ
い
て

・
教
育
文
化
の
振
興
に
つ
い
て

・
校
庭
の
芝
生
化
に
つ
い
て

そそそそそそそそそそそそ
のののののののののののの
他他他他他他他他他他他他
のののののののののののの
主主主主主主主主主主主主
なななななななななななな
項項項項項項項項項項項項

そ
の
他
の
主
な
項
目目目目目目目目目目目目目

選挙公約の着実な推進選挙公約の着実な推進をを
たちかわ自民党
古屋　直彦

　

２
月　

日
の
本
会
議
で
、
市
長
か
ら
平
成　

年
度
の
市
政
運
営
に
あ
た

２３

２４

っ
て
の
所
信
表
明
及
び
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
２

月　

日
に
は
４
人
の
議
員
に
よ
る
代
表
質
問
が
行
わ
れ
、
施
策
の
問
題
点

２８
や
市
長
の
考
え
方
を
た
だ
し
ま
し
た
。

小
児
救
急
医
療
体
制
の
確
立
を

 

民
間
の
病
院
で
平
日
夜
間
や
土

日
に
小
児
科
を
開
業
し
て
い
る
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
す
が
、
一
元
化
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
急
な
病
気
で
も
、
思
い

ど
お
り
に
診
て
も
ら
え
る
保
障
は
あ

り
ま
せ
ん
。
市
が
責
任
を
持
っ
た
小

児
救
急
医
療
体
制
の
確
立
が
、
子
を

持
つ
親
の
願
い
で
す
が
、
見
解
を
。

市
医
師
会
と
検
討
す
る

 

市
の
責
務
と
し
て
、
小
児
救
急

医
療
体
制
の
構
築
に
取
り
組
む
必
要

性
を
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
小
児
科

医
の
応
援
体
制
の
可
能
性
も
視
野
に

入
れ
、
実
施
の
可
能
性
や
継
続
性
を

医
師
会
と
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
小
児
救
急
医
療
に
対
す
る
情
報

提
供
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

問答

学
力
向
上
の
施
策
を

 

土
曜
、
休
日
の
補
習
授
業
を
モ

デ
ル
校
と
し
て
３
校
で
実
施
す
る
こ

と
は
、
高
く
評
価
し
ま
す
。
補
習
授

業
の
中
身
は
、
楽
し
い
も
の
に
し
、

児
童
生
徒
が
学
ぶ
喜
び
、
自
ら
を
高

め
る
喜
び
な
ど
、
こ
の
授
業
か
ら
、

次
の
立
川
の
教
育
を
開
い
て
い
く
も

の
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

学
習
意
欲
を
高
め
て
い
く

 

平
成　

年
度
か
ら
３
校
で
実
施

２４

す
る
学
力
向
上
の
推
進
研
究
校
事
業

は
、
授
業
改
善
と
補
習
授
業
の
取
り

組
み
を
強
く
支
援
す
る
も
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
、
わ
か
る
喜
び
、
で

き
た
喜
び
を
し
っ
か
り
と
体
験
さ
せ
、

学
習
の
意
欲
を
高
め
、
学
力
向
上
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

問答

・
市
制　

周
年
憩
い
の
場
の
改
修

５０

・
立
川
駅
西
側
新
自
由
通
路
改
札
口

・
放
置
自
転
車
対
策

・
清
掃
工
場
移
転
の
問
題

・
積
極
的
な
被
災
地
支
援
を

・
発
達
支
援
体
制
に
つ
い
て

・
不
育
症
の
存
在
や
治
療
の
広
報
を

・
食
育
の
充
実
の
取
り
組
み

そそそそそそそそそそそそ
のののののののののののの
他他他他他他他他他他他他
のののののののののののの
主主主主主主主主主主主主
なななななななななななな
項項項項項項項項項項項項

そ
の
他
の
主
な
項
目目目目目目目目目目目目目

人口減少社会への配慮につい人口減少社会への配慮についてて
公明党

　　伊藤　幸秀

　
「
子
育
て
支
援
」「
ご
み
減
量
」「
災
害
対

策
」
を
中
心
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す

 
・
第
４
次
長
期
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
、
準
備
に
取
り
組
む

・
モ
バ
イ
ル
レ
ジ
の
導
入
等
で
国
保
、
市
税
の
納
付
機
会
を
拡
大

・
住
民
基
本
台
帳
法
改
正
等
に
伴
う
外
国
人
住
民
へ
の
対
応

 
・
旧
庁
舎
施
設
を
活
用
し
、
総
合
的
な
子
育
て
支
援
施
設
を
整
備

・
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
事
業

・
待
機
児
童
が
多
い
地
区
で
、
サ
マ
ー
学
童
保
育
所
を
開
設

・
小
学
校
高
学
年
で
障
害
を
持
つ
児
童
の
学
童
保
育
拠
点
と
し
て
、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
学
童
保
育
所
を
開
設

 
・
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
機
器
等
の
設
置
費
補
助
の
充
実

・
全
市
一
斉
マ
イ
バ
ッ
ク
運
動
の
展
開
等
、
ご
み
減
量
化
の
推
進

・
富
士
見
公
園
の
整
備
や
市
制　

周
年
記
念
憩
い
の
場
の
改
修

５０

 
・
小
学
校
２
校
の
校
庭
芝
生
化
と
中
学
校
５
校
の
水
飲
栓
直
結
給
水

化
等

・「
学
力
向
上
推
進
研
究
校
」
を
指
定
し
、
授
業
改
善
や
補
習
学
習
の

取
り
組
み
へ
の
支
援

 
・
自
転
車
レ
ー
ン
を
設
置
し
、
高
松
駅
近
隣
地
へ
駐
輪
場
を
新
設

・
緊
急
輸
送
道
路
沿
道
の
建
築
物
の
耐
震
化
を
促
進

 
・（
仮
称
）
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
開
設
事
業

・
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
や
箱
根
駅
伝
予
選
会
な
ど
、
都
市
観
光
の

推
進 経

営
戦
略
プ
ラ
ン

１
福
祉
・
保
健
の
増
進

２
生
活
環
境
づ
く
り

３
教
育
・
文
化
の
振
興

４
都
市
づ
く
り

５
産
業
の
振
興

６ 市
長
所
信
表
明
（
要
旨
）
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平
成　

年　

月　

日
ま
で

⚒⚐

⚑⚒

に
ए
༿
町
以
外
の
場
ॴ
に

ਗ਼


場
を
Ҡ
転
す
る
と
約
ଋ
を
し

な
が
ら
ỏ
い
ま
だ
に
Ҡ
転
を
し
て
お

ら
ず
ỏ
法
的
に
は
違
法
状
ଶ
が
ଓ
い

て
い
ま
す
Ố
Ҡ
転
ઌ
に
つ
い
て
は
৽

年
度
中
に
֬
ݻ
た
る
と
こ
ろ
を
ൃ
表

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
ỏ　

月　
⚑⚒

日
以
来
の
こ
の
状
ଶ
を
放
ỳ
て
お
い

て
よ
い
の
で
し
Ỷ
う
か
Ố
地
方
公
ڞ

ஂ
ମ
が
違
法
状
ଶ
を

認
し
て
い
る

予算特別委員予算特別委員会会予算特別委員会
◎須﨑　八朗　　安東　太郎　　五十嵐けん　　田中　清勝
○小川あきこ　　木原　　宏　　永元須摩子　　守重　夏樹
○山本みちよ　　中山ひと美　　浅川　修一　　堀　　憲一
　稲橋ゆみ子　　福島　正美　　堀江　重宏　　中島　光男
　伊藤　大輔　　大石ふみお　　大沢　　豊　　清水　孝治
　高口　靖彦　　梅田　春生

　平成⚒⚔年度一般会計予算、特別会計国民健康保険
事業予算、介護保険事業予算及び後期高齢者医療事
業予算を賛成多数で、その他の特別会計予算につい
ては全会一致で可決すべきものと決しました。
　また、一般会計予算及び特別会計国民健康保険事
業予算に対する修正案が提出されましたが、賛成少
数で否決されました。

職
員
定
数
の
適
正
化
計
画

で
は
ỏ
平
成　

年
⚔
月
ま

⚒⚗

で
に
千　

人
以
下
に
す
る
と
い
う
目

⚑⚐⚐

標
を
掲
げ
て
い
ま
す
Ố
職
員
⚑
人
当

た
り
の
市
民
数
を
ỏ
最
終
的
に
は
多

摩
地
域
の
類
似
市
並
み
に
し
て
い
き

た
い
と
の
こ
と
で
す
が
ỏ
そ
れ
は
限

り
な
く
千
人
に
近
い
職
員
数
と
な
り

ま
す
Ốủ
最
終
的
に
Ứと
は
市
長
の
任

期
中
に
と
い
う
こ
と
で
し
Ỷ
う
か
Ố

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
人
口
減
少
に
入

る
の
で
ỏ
千　

人
以
下
と
い
う
ア
バ

⚑⚐⚐

ウ
ト
な
数
字
で
は
な
く
ỏ
も
う
少
し

は
ỳ
き
り
と
し
た
数
字
を
打
ち
出
す

べ
き
で
は
な
い
で
し
Ỷ
う
か
Ố

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員◆予算特別委員会委員◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

須﨑　八朗
委員長

◎…委員長　○…副委員長

職
員
定
数
の
適
正
化
を

ớ
公
明
党
Ờ

職
員
定
数
に
つ
い
て
は
究

極
的
に
は
千
人
以
下
ỏ
類

似
市
並
み
に
す
る
こ
と
を
ỏ
あ
る
べ

き
姿
と
し
て
目
標
と
し
て
い
ま
す
Ố

市
長
の
任
期
中
に
は
約　

人
を
減
員

⚑⚐⚐

す
る
と
い
う
公
約
が
あ
る
の
で
ỏ
そ

れ
を
達
成
す
る
よ
う
ỏ
計
画
を
練
り

直
し
て
い
ま
す
Ố　

人
減
員
の
プ
ロ

⚑⚐⚐

セ
ス
で
す
が
ỏ
今
年
度
の
状
況
を
み

て
ỏ
⚔
年
間
の
計
画
を
も
う
一
回
見

直
し
て
い
ま
す
Ố
指
定
管
理
者
の
導

入
や
民
間
委
託
等
ỏ
予
定
さ
れ
た
も

の
も
あ
る
の
で
ỏ
そ
れ
を
着
実
に
実

行
し
て
達
成
で
き
る
よ
う
ỏ
計
画
し

直
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
Ố

次
年
度
は
社
会
実
験
と
し

て
⚑
級
⚘
号
線
ỏ
緑
川
通

り
の　

メ
ồ
ト
ル
を
自
転
車
レ
ồ
ン

⚖⚕⚐

と
し
て
整
備
す
る
と
の
こ
と
で
す
が
ỏ

な
ぜ
こ
の
道
路
を
選
定
し
た
の
で
し

Ỷ
う
か
Ố
自
転
車
ナ
ビ
マ
ồ
ク
を
表

答 問自
転
車
レ
ồ
ン
の

　
　
　
　
　
　

整
備
を

ớ
民
主
・
市
民
フ
Ỽ
ồ
ラ
ム
Ờ

問

示
す
る
こ
と
に
よ
ỳ
て
ỏ
車
両
と
同

様
に
一
方
通
行
に
す
る
の
で
し
Ỷ
う

か
Ố
ま
た
ỏ
子
ど
も
や
高
齢
者
が
車

道
を
使
う
の
は
大
変
厳
し
い
と
思
い

ま
す
が
ỏ
歩
道
の
使
い
方
は
今
後
ど

う
な
る
の
で
し
Ỷ
う
か
Ố
こ
の　

メ
⚖⚕⚐

ồ
ト
ル
を
整
備
し
た
段
階
で
自
転
車

は
歩
道
を
走
行
し
て
は
い
け
な
く
な

る
の
で
し
Ỷ
う
か
Ố

緑
川
通
り
の
選
定
理
由
は
ỏ

既
に
整
備
し
て
い
る
立
川

基
地
跡
地
内
と
ネ
ỽ
ト
ワ
ồ
ク
と
し

て
繋
が
る
よ
う
な
路
線
で
あ
り
ỏ
ま

た
警
察
が
立
川
駅
北
口
を
ủ
自
転
車

の
ル
ồ
ル
と
マ
ナ
ồ
の
徹
底
の
重
点

地
区
に
指
定
す
る
Ứ
と
の
話
も
あ
ỳ

た
た
め
ỏ
そ
れ
に
関
連
す
る
道
路
と

し
て
選
定
し
ま
し
た
Ố
自
転
車
ナ
ビ

マ
ồ
ク
に
つ
い
て
は
必
要
か
ど
う
か

を
含
め
調
整
し
た
い
Ố
歩
道
の
使
い

方
に
つ
い
て
は
ỏ
今
回
社
会
実
験
と

し
て
行
ỳ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ỏ

警
察
と
そ
の
都
度
検
討
し
な
が
ら
ỏ

柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
Ố

答
玉
川
上
水
駅
南
口
の
エ
ス

カ
レ
ồ
タ
ồ
の
下
は
駐
輪

場
で
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
ỏ
土
曜
日

や
日
曜
日
に
は
大
変
な
数
の
自
転
車

玉
川
上
水
駅
の

　
　

放
置
自
転
車
対
策

ớ
日
本
共
産
党
Ờ

問

若葉町の清掃工場

大
町
市
と
の
姉
妹
都
市
の

交
流
事
業
で
す
が
ỏ
姉
妹

都
市
と
交
流
す
る
の
は
大
事
な
こ
と

で
す
Ố
交
流
し
て
い
る
と
災
害
時
に

い
ろ
い
ろ
な
点
で
融
通
が
利
く
と
い

う
こ
と
で
す
が
ỏ
⚑
市
だ
け
で
は
な

く
ỏ
姉
妹
都
市
と
い
う
よ
り
も
友
好

都
市
と
い
う
形
で
他
の
何
市
か
と
友

好
都
市
交
流
を
結
ぶ
べ
き
と
思
い
ま

す
Ố
災
害
時
や
そ
の
他
の
こ
と
を
考

え
る
と
ỏ
多
く
の
市
と
友
好
都
市
を

結
ぶ
の
は
大
事
で
あ
る
と
考
え
ま
す
Ố

他
市
で
は
複
数
の
市
と
友
好
都
市
を

結
ん
で
お
り
ỏ
い
ろ
い
ろ
な
市
と
交

流
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
ỏ
見
解
を
Ố

複
数
の
市
と

　
　

友
好
都
市
交
流
を

ớ
公
明
党
Ờ

問

小
児
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
対
す
る
助
成

の
要
望
は
非
常
に
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

す
Ố
市
と
し
て
も
定
期
接
種
と
任
意

接
種
の
間
の
も
う
一
段
階
ỏ
法
定
外

接
種
と
い
う
よ
う
な
概
念
を
持
ỳ
た

取
り
組
み
の
検
討
を
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
で
し
Ỷ
う
か
Ốủ
子
育
て
の

し
や
す
い
ま
ち
Ứ
と
い
う
こ
と
を
大

き
な
テ
ồ
マ
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
て

い
る
の
で
す
か
ら
ỏ
仮
に
市
が
取
り

組
む
場
合
ỏ
こ
れ
ぐ
ら
い
の
影
響
額

に
な
る
と
い
う
デ
ồ
タ
を
揃
え
て
検

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
助
成
を

問

清
掃
工
場
の
移
転
問
題

問

大町市から望む北アルプス

駐輪場所ではありません

が
公
然
と
駐
輪
し
て
い
ま
す
Ố
駐
輪

で
き
る
枠
を
設
け
る
と
か
ỏ
ま
た
空

き
地
が
あ
れ
ば
ỏ　

台
で
も　

台
で

⚑⚐

⚒⚐

も
停
め
ら
れ
る
よ
う
な
努
力
を
す
べ

き
で
は
な
い
で
し
Ỷ
う
か
Ố
放
置
自

転
車
対
策
に
つ
い
て
ỏ
整
理
員
を
拡

充
す
る
な
ど
ỏ
市
は
も
ỳ
と
努
力
す

べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
Ố
駐

輪
場
が
広
が
ら
な
く
て
も
ỏ
空
き
地

な
ど
が
あ
れ
ば
活
用
す
る
と
い
う
こ

と
も
ぜ
ひ
検
討
し
て
頂
き
た
い
Ố

討
を
す
る
に
十
分
値
す
る
と
思
い
ま

す
が
ỏ
見
解
を
伺
い
ま
す
Ố

現
在
ỏ
整
理
指
導
員
は
基

本
的
に
平
日
し
か
配
置
し

て
い
ま
せ
ん
Ố
土
日
に
な
る
と
放
置

自
転
車
が
多
い
と
い
う
指
摘
も
あ
る

の
で
ỏ
来
年
度
の
予
算
の
中
で
で
き

れ
ば
土
日
に
配
置
し
た
い
Ố
ま
た
枠

を
設
け
る
こ
と
や
ỏ　

台
程
度
の
駐

⚑⚐

輪
場
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
ỏ

設
置
す
る
こ
と
に
よ
ỳ
て
逆
に
呼
び

水
と
な
ỳ
て
ỏ
そ
の
周
り
に
違
法
駐

輪
が
多
く
な
ỳ
て
し
ま
う
状
況
も
あ

る
の
で
ỏ
一
定
の
広
さ
の
駐
輪
場
を

考
え
て
い
ま
す
が
ỏ
再
度
ỏ
駅
周
辺

を
み
て
ỏ
ど
の
よ
う
な
対
策
が
で
き

る
の
か
ỏ
検
討
し
た
い
Ố

答

東
京
都　

市
に
お
い
て
姉

⚒⚖

妹
都
市
⚑
市
だ
け
と
し
か

交
流
を
し
て
い
な
い
の
は
少
数
で
す
Ố

友
好
都
市
の
概
念
と
い
う
の
が
ỏ
姉

妹
都
市
よ
り
も
比
較
的
背
負
う
荷
物

が
軽
く
ỏ
そ
の
よ
う
な
中
で
お
付
き

合
い
を
広
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
ỏ

将
来
の
い
ろ
い
ろ
な
形
の
文
化
交
流

や
市
民
交
流
を
含
め
て
ỏ
あ
る
い
は

い
ざ
と
い
う
時
の
防
災
の
た
め
の
一

つ
の
安
全
ツ
ồ
ル
ỏ
キ
ồ
と
い
ỳ
た

こ
と
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
ỳ

て
お
り
ỏ
複
数
の
市
と
交
流
す
る
と

い
う
方
向
は
大
変
い
い
話
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
Ố

答

今
年
の
冬
も
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
大
変
は
や
り
ỏ
市

内
で
も
学
級
閉
鎖
等
が
出
て
い
ま
す
Ố

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
基
本
的
に
は
う

が
い
や
手
洗
い
な
ど
の
個
人
の
予
防

の
取
り
組
み
に
よ
ỳ
て
か
な
り
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
の
で
ỏ
ま
ず
は
そ
う

い
ỳ
た
も
の
の
徹
底
の
周
知
に
努
め

た
い
Ố
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
は
認
識

し
て
い
ま
す
が
ỏ
任
意
の
予
防
接
種

は
他
に
も
あ
り
ỏ
助
成
す
る
と
多
額

の
財
政
負
担
が
生
じ
ま
す
Ố
ど
の
程

度
の
負
担
に
な
る
か
を
検
討
し
ỏ
国

や
都
等
の
動
き
を
み
な
が
ら
ỏ
今
後

考
え
て
い
き
た
い
Ố

答

⚓⚑

⚓⚑

中
島　

光
男

大
石　

ふ
み
お

永
元　

須
摩
子

堀　

憲
一

ớ
た
ち
か
わ
自
民
党
Ờ

木
原　

宏

清
水　

孝
治

ớ
た
ち
か
わ
自
民
党
Ờ
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状
態
を
ず
ỳ
と
続
け
て
い
く
の
は
ỏ

考
え
方
に
よ
ỳ
て
は
問
題
だ
と
思
い

ま
す
が
ỏ
平
成　

年
度
中
は
ど
う
な

⚒⚔

る
の
で
し
Ỷ
う
か
Ố

⚓
号
炉
を
建
設
す
る
に
あ

た
り
ỏ　

年　

月
ま
で
に

⚒⚐

⚑⚒

清
掃
工
場
を
移
転
す
る
と
い
う
協
定

を
地
元
の
関
係
自
治
会
と
締
結
し
て

い
ま
す
Ố
違
約
状
態
の
解
消
に
つ
い

て
様
々
な
話
し
合
い
を
し
て
い
く
中

で
ỏ
再
資
源
化
施
設
の
実
証
導
入
の

判
断
を
踏
ま
え
て
ỏ
お
お
む
ね
⚒
年

以
内
に
移
転
の
方
向
性
を
示
す
よ
う

努
力
す
る
と
い
う
市
長
自
ら
の
話
を
ỏ

地
元
の
方
に
し
ま
し
た
Ố
そ
の
中
で

移
転
先
を
市
と
し
て
発
表
で
き
る
ま

で
は
ỏ
違
約
に
対
す
る
補
償
問
題
の

協
議
は
棚
上
げ
す
る
と
い
う
一
定
の

理
解
を
頂
い
て
い
ま
す
Ố

答
立
川
駅
西
側
の
新
自
由
通

路
に
は
本
当
に
改
札
口
が

設
置
さ
れ
る
の
で
し
Ỷ
う
か
Ố
再
開

発
と
一
体
で
な
け
れ
ば
事
業
が
で
き

な
い
と
い
う
中
で
ỏ
Ｊ
Ｒ
に
足
元
を

見
ら
れ
て
し
ま
ỳ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
Ỷ
う
か
Ố
Ｊ
Ｒ
に
対
し
て
言

う
べ
き
こ
と
は
言
う
と
い
う
よ
う
な

ス
タ
ン
ス
で
臨
ま
な
け
れ
ば
ỏ
と
て

も
新
自
由
通
路
を
つ
く
る
ま
で
に
改

札
口
が
で
き
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
Ố

Ｊ
Ｒ
が
希
望
し
て
い
る
商
業
施
設
に

つ
い
て
も
ỏ
改
札
が
で
き
な
け
れ
ば

も
う
こ
れ
は
な
い
ん
だ
と
い
う
よ
う

な
決
意
で
臨
ん
で
も
ら
い
た
い
Ố

立
川
駅
新
自
由
通
路
の

改
札
口
設
置ớ

日
本
共
産
党
Ờ

問
新
自
由
通
路
の
改
札
口
は
ỏ

平
成　

年
に
Ｊ
Ｒ
と
結
ん

⚑⚗

だ
覚
書
に
基
づ
い
て
協
議
を
進
め
て

い
ま
す
Ố
Ｊ
Ｒ
と
の
間
で
改
札
口
を

作
る
と
い
う
約
束
は
し
て
い
ま
せ
ん

が
ỏ
商
業
施
設
を
設
置
し
た
い
と
い

う
話
を
さ
れ
た
時
に
は
ủ
改
札
口
あ

り
き
で
な
け
れ
ば
店
舗
は
認
め
な

い
Ứ
と
け
ん
か
腰
の
話
も
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
Ố
新
自
由
通
路
は
当
初

答

⚖
メ
ồ
ト
ル
だ
ỳ
た
幅
員
が
⚙
メ
ồ

ト
ル
と
な
り
ỏ
ま
た
改
札
口
の
調
査

設
計
に
も
協
力
す
る
と
の
回
答
も
さ

れ
て
い
る
の
で
ỏ
改
札
口
は
必
ず
で

き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
Ố

ご来店をお待ちしています

ủ
富
士
見
町
の
⚓
商
店
街

の
街
路
灯
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
ỏ

電
気
料
金
が
⚔
分
の
⚑
に
Ứ
と
全
国

紙
が
取
り
上
げ
ま
し
た
Ố
Ｃ
Ｏ
⚒

削

減
の
効
果
も
あ
り
ỏ
経
産
省
が
推
奨

し
て
い
る
Ｃ
Ｏ
⚒

削
減
分
の
国
内
ク

レ
ジ
ỽ
ト
制
度
活
用
で
ỏ
安
心
・
安

全
な
商
店
街
の
活
性
化
に
大
き
く
寄

与
し
て
い
ま
す
Ố
街
路
灯
の
所
有
形

態
の
一
本
化
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
推
進
を

し
た
ら
ど
う
で
し
Ỷ
う
か
Ố
西
立
川

の
福
島
応
援
館
は
福
島
県
内
の
関
心

が
非
常
に
高
く
ỏ
被
災
地
支
援
・
人

道
支
援
か
ら
も
今
後
も
継
続
を
強
く

望
み
ま
す
が
ỏ
見
解
を
伺
い
ま
す
Ố

節
電
と
被
災
地
支
援
の

継
続
を

ớ
民
主
・
市
民
フ
Ỽ
ồ
ラ
ム
Ờ

問
商
店
街
の
街
路
灯
等
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
は
ỏ
今
後
推
進
を

図
ỳ
て
い
き
た
い
事
業
の
一
つ
で
す
Ố

街
路
灯
の
管
理
等
の
課
題
に
つ
い
て

は
ỏ
地
域
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
協
議
の

場
で
関
連
部
署
が
一
体
と
な
ỳ
て
取

り
組
ん
で
お
り
ỏ
広
く
情
報
共
有
を

図
り
ỏ
連
携
強
化
に
努
め
て
い
き
ま

す
Ố
福
島
応
援
館
は
ỏ
福
島
の
特
産

品
の
支
援
と
空
き
店
舗
を
組
み
合
わ

答

せ
て
ど
れ
だ
け
補
助
ス
キ
ồ
ム
が
成

り
立
つ
の
か
を
含
め
て
協
議
し
て
い

ま
す
Ố
今
後
も
強
く
都
へ
の
協
力
を

要
請
し
な
が
ら
ỏ
事
業
の
継
続
を
し

て
い
き
た
い
Ố

く
る
り
ん
バ
ス
に
つ
い
て

は
全
く
観
光
を
意
識
し
て

い
な
い
わ
け
で
は
な
く
ỏ
現
在
ỏ
西

ル
ồ
ト
の
再
編
に
合
わ
せ
て
昭
和
記

念
公
園
に
乗
り
入
れ
の
要
望
を
出
し

た
と
こ
ろ
ỏ
積
極
的
に
受
け
入
れ
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
Ố
今
後
は

目
的
を
ど
こ
に
絞
り
込
む
必
要
性
が

あ
る
の
か
ỏ
次
の
見
直
し
に
向
け
て

の
大
事
な
キ
ồ
ワ
ồ
ド
に
な
ỳ
て
い

く
と
思
い
ま
す
Ố
何
の
た
め
に
く
る

り
ん
バ
ス
を
走
ら
せ
る
の
か
と
い
ỳ

た
と
き
に
観
光
が
プ
ラ
ス
要
素
の
話

な
の
か
ỏ
そ
れ
と
も
同
列
の
目
標
な

の
か
ỏ
十
分
議
論
し
て
い
き
た
い
Ố

答
柴
崎
町
に
は
柴
崎
体
育
館

が
あ
り
ỏủ
六
面
石
幢
Ứ
と

い
う
国
宝
が
あ
る
普
濟
寺
や
ỏ
根
川

緑
道
が
あ
り
ま
す
Ố
昭
和
記
念
公
園

を
通
り
な
が
ら
観
光
く
る
り
ん
の
よ

う
な
も
の
を
通
す
こ
と
は
で
き
な
い

で
し
Ỷ
う
か
Ố
も
し
観
光
く
る
り
ん

を
通
す
な
ら
ば
ỏ
停
留
所
を
設
置
す

る
許
可
を
住
職
さ
ん
か
ら
得
て
い
ま

す
Ố
柴
崎
町
の
あ
の
付
近
の
地
域
は

本
当
に
交
通
不
便
地
域
で
あ
り
ỏ
駅

へ
の
ア
ク
セ
ス
は
徒
歩
し
か
あ
り
ま

せ
ん
Ố
観
光
と
い
う
視
点
も
含
め
て
ỏ

く
る
り
ん
バ
ス
の
ル
ồ
ト
を
設
定
で

き
な
い
で
し
Ỷ
う
か
Ố

観
光
く
る
り
ん
の

　
　
　

ル
ồ
ト
設
定
を

ớ
た
ち
か
わ
自
民
党
Ờ

問
市
営
住
宅
は　

棟　

戸
あ

⚒⚒

⚔⚒⚕

り
ỏ
募
集
は
年
に
⚑
回
と

な
ỳ
て
い
ま
す
Ố
民
間
で
あ
れ
ば
入

市
営
住
宅
の

　
　
　

募
集
回
数
増
を

ớ
民
主
・
市
民
フ
Ỽ
ồ
ラ
ム
Ờ

問

居
者
が
引
ỳ
越
し
た
次
の
日
に
リ
フ

Ỽ
ồ
ム
を
し
て
ỏ
す
ぐ
に
募
集
を
行

う
の
が
普
通
で
す
Ố
非
常
勤
嘱
託
⚑

人
ỏ
一
般
職
員
⚔
人
ỏ
再
任
用
⚑
人

の
⚖
人
体
制
で
行
ỳ
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
ỏ
随
時
募
集
を
か
け
ら
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
Ỷ
う
か
Ố
以
前
ỏ
他

の
議
員
が
質
問
し
た
時
に
ủ
検
討
し

て
い
く
Ứ
と
の
答
え
だ
ỳ
た
に
も
関

わ
ら
ず
ỏ
今
回
も
前
年
と
同
様
ỏ
年

に
⚑
回
程
度
の
募
集
と
な
ỳ
て
お
り
ỏ

今
後
の
見
解
を
伺
い
ま
す
Ố

市
営
住
宅
の
空
き
家
は
年

に　

戸
程
度
出
て
い
ま
す
Ố

⚑⚐

い
つ
空
き
家
が
出
る
か
わ
か
ら
な
い

と
い
う
状
況
も
あ
り
ま
す
が
ỏ　

戸
⚑⚐

程
度
な
の
で
ỏ
現
在
は
年
に
⚑
回
募

集
し
て
い
ま
す
Ố
空
き
家
が
あ
る
程

度
出
た
場
合
に
は
そ
の
た
び
に
募
集

で
き
る
体
制
は
整
ỳ
て
い
ま
す
が
ỏ

戸
数
が
少
な
い
と
い
た
ず
ら
に
倍
率

が
上
が
ỳ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
Ố
今
後
は
空
き
家
の
戸
数
に
も
よ

り
ま
す
が
ỏ
市
民
に
も
わ
か
り
や
す

答

い
よ
う
に
ỏ
月
を
決
め
て
年
に
⚒
回

程
度
ま
で
は
募
集
の
回
数
を
増
や
す

こ
と
を
検
討
し
ま
す
Ố

学
校
の
生
徒
数
の
偏
り
は
ỏ

実
際
に
そ
こ
に
住
ん
で
い

る
子
ど
も
の
数
に
よ
る
も
の
と
ỏ
制

度
に
よ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
Ố
制
度

に
よ
ỳ
て
偏
り
が
で
る
の
は
問
題
で

は
な
い
で
し
Ỷ
う
か
Ố
一
日
も
早
く

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
結
論
を
出
し
て

い
た
だ
き
た
い
Ố
そ
し
て
議
論
し
て

立
川
の
教
育
は
こ
れ
で
い
く
と
い
う

こ
と
な
ら
ば
ỏ
ま
だ
次
の
話
し
合
い

の
し
よ
う
が
あ
る
と
思
い
ま
す
Ố
も

し
も
ỏ　

年
度
に
何
ら
か
の
方
向
性

⚒⚕

を
出
す
の
で
あ
れ
ば
ỏ
秋
ま
で
に
市

の
方
向
性
を
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
ỏ
見
解
を
Ố

学
校
の
生
徒
数
の

　
　
　

偏
り
に
結
論
を

問

本
市
で
は
隣
接
校
の
選
択

制
を
と
ỳ
て
お
り
ỏ
他
校

か
ら　

人
の
児
童
が
通
う
学
校
も
あ

⚑⚘

れ
ば
ỏ　

人
の
児
童
が
他
校
へ
通
う

⚓⚐

学
校
も
あ
り
ま
す
Ố
子
ど
も
を
地
域

で
ど
う
守
る
か
と
い
う
視
点
に
立
つ

と
ỏ
そ
の
問
題
も
内
在
し
て
い
ま
す
Ố

中
学
校
は
距
離
制
が
あ
り
ま
す
が
ỏ

小
学
校
に
は
な
い
た
め
ỏ
単
純
に
隣

接
校
で
あ
れ
ば
い
け
る
状
況
で
す
Ố

防
災
等
の
視
点
か
ら
考
え
る
と
ỏ
考

え
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

時
期
に
来
て
い
る
と
認
識
を
し
て
お

り
ỏ　

年
度
中
に
は
一
定
の
結
論
を

⚒⚔

出
し
て
い
き
た
い
Ố

答

一般会計予算修正案の内容　　
・新庁舎建設記念誌の制作を削除
・立川駅北口の国営公園南線横断デッキの整備を削除　など

特別会計国民健康保険事業予算修正案の内容
・国民健康保険料を据え置くもの

　発言内容などを詳しく知
りたい方は、中央図書館や
市役所⚓階の市政情報コー
ナーで会議録をご覧くださ
い。また、市議会のホーム
ページ内の会議録検索シス
テムでも⚖月⚑⚑日頃からご
覧いただける予定です。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算
ににににににににににににににににににににににににににににににににに
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討
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一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
討
論
ớ
要
旨
ỜỜỜỜỜỜỜỜỜỜỜỜỜỜỜỜỜỜỜỜỜỜỜỜỜỜỜỜỜỜỜỜỜỜ

葛こんにちは赤ちゃん事業は、子育てに不安な保護者
を支援する取り組みとして大いに評価します。
葛高齢者への肺炎球菌ワクチン接種の助成を評価しま
す。
葛土曜日の放置自転車撤去の実施や、緑川通りでの自
転車レーンの整備を評価します。
葛観光振興推進モデル事業でのゆるキャラの創出、ア
ニメコンテンツ活用の充実など、大いに期待します。
葛土曜日、長期休業などを活用した補習学習の取り組
みを評価します。

公 明 党
丁寧な住民対応で
　　　　　　福祉の向上の取り組みを

葛厳しい財政状況が続く中、財政調整基金を取り崩す
ことなく、また起債借り入れルールを守り収支の均
衡を図っている点を評価します。
葛財政健全化計画にのっとり、後年度の負担を縮減す
る等、中長期的な視点に立っている点を評価します。
葛社会保障関係費を始め、都市劣化対応による投資的
経費が大きく伸びている中で、現行の施策水準が維
持されていることを評価します。
葛市長自ら市民の声を直接聴く場を持つなど、積極的
に市民との対応を求める姿勢を評価します。

民主・市民フォーラム
際立った特徴はないものの
　　　　　　　　財政の健全化を評価

会会議議録録ににつついいてて会議録につい会議録についてて
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葛旧庁舎施設を活用した総合的な子育て支援施設は、
にぎわいの創出にもなり、高く評価します。
葛防災情報をまとめたハンドブックの作成や防災無線
の整備などを大いに評価します。
葛「燃やせるごみ⚕年で⚕⚐％減量」キャンペーンによ
って大きな成果があったことを大変評価します。

葛「まんがぱーく」を活用した観光の推進や、ゆるキ
ャラの創出などを大いに評価します。
葛特別支援教育課の新設や、第三中学校における情緒
障害等通級指導学級の開設を大いに評価します。

た ち か わ 自 民 党
　持続可能な財政の中で
　　　　　　　　　よりよい立川に

葛市長が苦渋の選択と言いながら、国民健康保険料の
値上げを行おうとすることは認められません。
葛立川駅歩道立体化としてペデストリアンデッキの建
設を進めることは、緊急性があるとは思えません。
葛市民に十分な情報が明らかにならない状態で、立川
駅北口再開発事業や立川駅西側新自由通路事業を進
めていくことは納得できません。
葛委託業者等のもとで働く労働者の労働条件について
業者まかせにせず、市として責任ある対応を求める
とともに、公契約条例の制定を行うべきです。

日 本 共 産 党
市民の暮らしを守るため
　　　　　　　　　　力を尽くすべき

葛家庭ごみの有料化を行う前に、もっと他の施策を行
うべきです。
葛エコセメント事業は放射性物質が日の出町の一カ所
に集まり、進めるべきではありません。

み ど り 立 川
再生可能エネルギーの利用を進めるべき

葛拙速で安易な市立保育園の民営化の推進や、地区図
書館への指定管理者制度導入は同意できません。
葛国民健康保険料の大幅値上げや⚕、⚖級の障害者手
当の廃止は納得できません。

市 民 の 党
希望を持って生活できる立川を

葛ごみの発生を抑制するためには啓発や事業者を巻き
込んだ取り組みが必要です。
葛立川駅北口西地区再開発事業やペデストリアンデッ
キの延伸は賛同できません。

立川・生活者ネットワーク
次世代への負担軽減のため見直しの姿勢を
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市長提出議案

●立川市墓地等の経営の許可等に関する条例　　　可決
　墓地や納骨堂、火葬場の経営の許可等に関し必要な事項を定めるもの
●立川市廃棄物処理及び再利用促進条例の一部を改正する条例　　可決
　飼い主のいる動物死体処理手数料を収集は⚑体⚔，⚐⚐⚐円、持ち込みは⚑体
⚓，⚐⚐⚐円に改定するもの等
●立川市常勤特別職職員給与等支給条例の臨時特例に関する条例の一部を改正
する条例　　可決

●立川市教育委員会教育長の給与、勤務時間等に関する条例の臨時特例に関す
る条例の一部を改正する条例　　可決
　市長、副市長、教育長の給与を平成⚒⚕年⚓月までそれぞれ⚗％、⚕％、⚓％
減額するもの等

請願・陳情はこうなりまし請願・陳情はこうなりましたた
　平成⚒⚓年第⚔回定例会（⚑⚒月議会）において採択され、市長あて送付した請
願と陳情について、⚓月⚒⚒日に市長から議長あてに「請願及び陳情の処理の経
過並びに結果について」報告がありました。

○請願第⚕号　容積不適格建築物　早期建て替えに関する請願

　立川駅北口駅前地区は、建築物の老朽化が進み、機能面や防災面から早期更
新の必要性がありますが、現状では、建替えに際し、容積不適格建築物に対す
る救済制度がないことから、まちの更新が進まない状況となっております。
　先進都市の事例研究とともに東京都とも協議をすすめ、各都市計画の制度の
活用や都市基盤整備のあり方を検討し、北口駅前地区のまちづくり指針策定を
目指します。

○陳情第⚑⚐号　市民のための放射能測定システム設置に関する陳情

　学校や保育園の給食食材については、安全の確保と安心のため、平成⚒⚓年⚘
月から主な給食食材の放射性物質検査を実施し、食品衛生法の暫定規制値に基
づき安全性の判断をしております。
　また、国は、平成⚒⚔年⚔月から現在の暫定規制値より厳しい規制値を設定す
る予定であります。
　市場に流通される食品は基本的に安全と認識しておりますが、給食食材の安
全の確保と安心のため、市で食品放射能測定装置を購入して、給食食材につい
て測定を行えるように庁内関係部署で検討を行っており、機種及び具体の測定
方法等が決定次第、対応してまいります。
　なお、市民などの測定要望への対応については、給食食材の測定状況や他市
の状況などを踏まえ、今後研究してまいります。

審議された主な議審議された主な議案案

平成⚒⚔年第⚒回市議会定例会会議日程平成⚒⚔年第⚒回市議会定例会会議日程表表（（予定）予定）
摘　　要会　議　名時間月　日

会期の決定、一般質問本会議

午前
⚑⚐時

⚖月⚑⚑（月）

一般質問本会議⚑⚒（火）

一般質問本会議⚑⚓（水）

一般質問本会議⚑⚔（木）

議案審議等本会議⚑⚕（金）

総務委員会⚑⚘（月）

厚生産業委員会⚑⚙（火）

環境建設委員会⚒⚐（水）

文教委員会⚒⚑（木）

立川まちづくり特別委員会⚒⚒（金）

議会改革特別委員会⚒⚕（月）

議会運営委員会⚒⚗（水）

議案審議、委員会審査意見報告本会議⚒⚘（木）

※本会議・委員会は傍聴できますので、お気軽にお越しください。
　傍聴受付けは会議開始⚑⚕分前より行います。
※本定例会で審議する請願・陳情の締め切りは⚖月⚖日（水）午後⚕時です。
お問い合わせ　議会事務局　☎⚕⚒⚓-⚒⚑⚑⚑内線⚓⚓⚒⚖、⚓⚓⚒⚗

平成⚒⚔年第⚓回市議会定例会会議日程（予定）
　平成⚒⚔年⚙月⚔日（火）から⚙月⚒⚘日（金）まで

平成⚒⚔年第⚔回市議会定例会会議日程（予定）
　平成⚒⚔年⚑⚑月⚓⚐日（金）から⚑⚒月⚒⚐日（木）まで
上記日程は現時点のもので、今後変更する場合もあります。

詳しく詳しくはは
市議市議会会

ホームページホームページをを
ご覧くださいご覧ください。。
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○議長、副議長及び監査委員は一般質問を行っていません。

案内看板の改修を
調整でき次第対応したい

安東　太郎（安進会）

立
川
駅
の
自
由
通
路
に
新
設
さ
れ

た
駅
周
辺
案
内
図
は
ỏ
大
変
見
や

す
く
便
利
で
す
Ố
し
か
し
南
北
の
デ
ỽ
キ
上

に
設
置
さ
れ
て
い
る
案
内
看
板
は
非
常
に
見

づ
ら
く
ỏ
あ
ま
り
機
能
し
て
い
ま
せ
ん
Ố
南

北
デ
ỽ
キ
上
の
案
内
看
板
は
立
川
の
顔
で
す
Ố

今
後
ỏ
緑
化
フ
ỻ
ア
や
国
体
等
の
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
ỏ
早
急
に
駅
周
辺

案
内
図
や
立
川
エ
リ
ア
マ
ỽ
プ
と
同
様
の
ỏ

デ
ザ
イ
ン
性
の
あ
る
も
の
に
改
修
す
べ
き
で

す
Ố
ま
た
ỏ
広
告
掲
載
に
よ
る
収
入
を
考
え

ら
れ
な
い
の
か
ỏ
見
解
を
伺
い
ま
す
Ố

南
北
デ
ỽ
キ
上
の
案
内
看
板
に
つ

い
て
は
ỏ
来
街
者
の
増
加
や
国
体

開
催
に
向
け
た
お
も
て
な
し
と
い
ỳ
た
観
点

か
ら
改
修
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
ま
す
Ố

南
北
デ
ỽ
キ
上
は
橋
で
あ
る
と
い
う
考
え
方

も
あ
り
ỏ
都
の
屋
外
広
告
物
条
例
に
基
づ
く

と
ỏ
橋
の
場
合
は
案
内
看
板
が
設
置
で
き
な

い
こ
と
か
ら
ỏ
関
係
機
関
と
の
調
整
を
進
め

て
い
ま
す
Ố
今
後
ỏ
広
告
収
入
の
件
も
含
め
ỏ

設
置
方
法
な
ど
改
善
に
あ
た
ỳ
て
の
前
提
条

件
が
整
理
で
き
次
第
ỏ
補
正
予
算
で
対
応
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
Ố

問答

孤独死をなくす取り組みを
地域コミュニティの再生を目指す
田中　清勝（民主・市民フォーラム）

家
族
の
形
態
が
変
わ
り
ỏ
⚑
人
で

暮
ら
す
人
が
急
増
し
て
い
ま
す
Ố

ま
た
ỏ
終
身
雇
用
が
崩
れ
ỏ
会
社
と
の
縁
も

希
薄
と
な
ỳ
て
い
ま
す
Ố
広
が
る
無
縁
社
会

に
つ
い
て
ỏ
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
で
し
Ỷ
う
か
Ố
横
浜
市
の
三
師
会
で
は
ỏ

高
齢
者
の
孤
独
死
を
無
く
す
た
め
の
策
と
し

て
ỏ
無
線
で
送
ら
れ
た
血
圧
計
の
計
測
値
を

受
信
す
る
こ
と
で
ỏ
プ
ラ
イ
バ
シ
ồ
に
踏
み

込
ま
ず
に
ỏ
状
況
を
把
握
す
る
シ
ス
テ
ム
を

作
り
上
げ
よ
う
と
実
験
中
で
す
が
ỏ
市
の
見

解
を
伺
い
ま
す
Ố

現
代
社
会
は
ỏ
家
族
や
社
会
と
の

コ
ミ
ỿ
ニ
ケ
ồ
シ
ἀ
ン
が
希
薄
化

し
ỏ
プ
ラ
イ
バ
シ
ồ
保
護
の
厳
格
化
な
ど
も

あ
り
ỏ
単
身
者
が
孤
立
し
や
す
い
状
況
と
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
Ố
地
域
活
動
の
活
性
化
や

生
き
が
い
づ
く
り
の
場
の
提
供
等
を
行
い
ỏ

地
域
コ
ミ
ỿ
ニ
テ
ỹ
の
再
生
を
目
指
し
ỏ
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
Ố
ま
た
ỏ
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
の
見
守
り
は
ỏ
先
行
事
例
や
専
門

家
ỏ
当
事
者
の
意
見
を
十
分
に
聞
き
な
が
ら
ỏ

新
た
な
取
り
組
み
を
視
野
に
入
れ
ỏ
現
行
の

見
守
り
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
て
い
き
た
い
Ố

問答

家庭ごみ有料化方針の撤回を
来年度に方向性を示す
五十嵐　けん（市民の党）

拙
速
で
安
易
な
家
庭
ご
み
の
有
料

化
に
は
反
対
で
す
Ố
家
庭
ご
み
は
ỏ

ご
み
減
量
の
努
力
に
よ
ỳ
て
有
料
化
し
て
い

な
く
て
も
減
量
に
成
功
し
て
い
ま
す
Ố
家
庭

ご
み
の
有
料
化
は
ま
だ
早
計
で
あ
り
ỏ
先
に

取
り
組
む
べ
き
は
さ
ら
な
る
持
込
み
事
業
系

ご
み
の
減
量
で
す
Ố
ま
た
ỏ
家
庭
ご
み
の
⚓

割
か
ら
⚔
割
を
占
め
る
生
ご
み
を
ỏ
Ｈ
Ｄ
Ｍ

菌
に
よ
る
減
容
化
処
理
で
行
う
な
ど
ỏ
取
り

組
む
べ
き
家
庭
ご
み
の
減
量
策
が
ま
だ
あ
り
ỏ

そ
れ
を
行
わ
ず
に
有
料
化
方
針
を
出
す
の
は

順
序
が
逆
だ
と
思
い
ま
す
が
ỏ
見
解
を
Ố

市
と
し
て
は
ỏ
他
市
に
劣
ら
な
い

さ
ま
ざ
ま
な
減
量
施
策
や
事
業
を
ỏ

市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
と
理
解
を

得
な
が
ら
実
施
し
て
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
Ố

さ
ら
な
る
減
量
を
進
め
る
た
め
に
は
ỏ
ご
み

処
理
手
数
料
や
専
用
指
定
袋
制
度
の
あ
り
方

な
ど
ỏ
家
庭
ご
み
を
含
め
た
収
集
シ
ス
テ
ム

全
体
の
中
で
見
直
す
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
Ố
目
標
達
成
を
し
て
い
く
た
め
に

は
ỏ
家
庭
ご
み
有
料
化
が
大
き
な
カ
ギ
だ
と

考
え
て
い
ま
す
Ố
市
と
し
て
は
ỏ
来
年
度
に

方
向
性
を
示
し
た
い
Ố

問答

大胆な子育て支援、教育支援を
長期総合計画策定の中で検討

高口　靖彦（公明党）

人
口
減
少
社
会
に
あ
ỳ
て
ỏ
子
育

て
や
高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
ỏ
社

会
が
抱
え
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
の
解
決
は
も
は

や
限
界
に
近
い
の
で
は
な
い
で
し
Ỷ
う
か
Ố

立
川
市
の　

年
先
ỏ　

年
先
を
ỏ
ど
の
よ
う

⚓⚐

⚕⚐

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
考

え
ỏ
ま
た
そ
の
展
望
に
立
ỳ
た
と
き
ỏ
行
政

の
徹
底
的
な
効
率
化
を
図
る
ツ
ồ
ル
と
し
て

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
ỏ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
戦
略
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
で
し
Ỷ
う
か
Ố
も
ỳ
と
大
胆
に
ỏ
発

想
を
根
底
か
ら
覆
す
子
育
て
支
援
や
教
育
支

援
が
必
要
で
は
な
い
で
し
Ỷ
う
か
Ố

次
期
長
期
総
合
計
画
策
定
の
中
で
ỏ

⚕
年
先
ỏ　

年
先
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
戦
略

⚑⚐

を
ỏ
議
会
や
市
民
の
意
見
を
基
に
検
討
し
て

い
き
た
い
Ố
出
生
率
を
上
げ
る
た
め
の
子
育

て
支
援
に
つ
い
て
は
ỏ
子
育
て
中
の
家
庭
を

地
域
全
体
で
支
援
す
る
視
点
か
ら
ỏ
子
ど
も

に
関
す
る
総
合
計
画
で
あ
る
ủ
夢
育
て
・
た

ち
か
わ
子
ど
も　

プ
ラ
ン
Ứ
を
策
定
し
ỏ
取

⚒⚑

り
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
Ố
国
の
法
整
備

の
動
向
に
注
意
し
な
が
ら
長
期
総
合
計
画
策

定
の
中
で
ỏ
さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
の
あ
り

方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
Ố

問答

子どもたちに防災教育を
すべての学校で推進を図る

山本　みちよ（公明党）

東
日
本
大
震
災
で
は
釜
石
市
内
の

小
中
学
校
に
通
う
約
⚓
千
人
の
子

ど
も
た
ち
が
無
事
で
し
た
Ốủ
釜
石
の
奇
跡
Ứ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
ỏ
こ
れ
は
ỏ
子
ど
も

た
ち
に
対
す
る
防
災
教
育
を
繰
り
返
し
行
な

ỳ
て
き
た
ủ
釜
石
の
実
績
Ứ
で
ỏ
防
災
教
育

の
あ
り
方
と
し
て
と
て
も
有
効
で
す
Ố
い
つ

ど
こ
で
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
の
が
災
害
で

す
Ố
登
下
校
中
で
あ
ỳ
た
ら
ỏ
ど
こ
が
危
険

箇
所
で
あ
る
か
を
知
ỳ
て
い
る
こ
と
ỏ
ま
た

具
体
的
に
ど
う
対
処
す
べ
き
か
を
教
え
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
Ỷ
う
か
Ố

東
日
本
大
震
災
の
発
生
を
受
け
て
ỏ

普
段
か
ら
災
害
に
備
え
る
防
災
対

策
を
徹
底
し
ỏ
児
童
生
徒
の
安
全
対
応
能
力

を
高
め
る
こ
と
が
ỏ
極
め
て
重
要
な
課
題
で

あ
る
と
ỏ
改
め
て
認
識
し
て
い
ま
す
Ố
子
ど

も
の
命
を
守
る
実
効
あ
る
防
災
教
育
の
徹
底

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
Ố
今
後
は

す
べ
て
の
学
校
に
お
い
て
ỏ
学
校
安
全
計
画

に
防
災
教
育
を
し
ỳ
か
り
と
位
置
付
け
ỏ
地

域
と
の
連
携
を
基
礎
に
児
童
生
徒
の
防
災
意

識
や
安
全
対
応
能
力
を
一
層
高
め
ỏ
防
災
教

育
の
推
進
を
図
り
た
い
Ố

問答

子どもたちにがん教育を
しっかり対応したい

小川　あきこ（民主・市民フォーラム）

が
ん
検
診
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
ỏ

子
ど
も
や
孫
ỏ
配
偶
者
か
ら
の
勧

め
で
検
診
を
受
け
て
い
る
人
が
多
い
と
い
う

デ
ồ
タ
が
あ
り
ま
す
Ố
子
ど
も
た
ち
に
が
ん

に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
持
ỳ
て
も
ら
う
こ

と
で
ỏ
間
接
的
に
大
人
の
が
ん
検
診
受
診
率

の
向
上
も
期
待
で
き
ま
す
Ố
ま
た
ỏ　

年
後
ỏ

⚑⚐

　

年
後
ỏ
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
ỳ
た
際
ỏ

⚒⚐自
身
の
健
康
と
向
き
合
ỳ
て
積
極
的
に
が
ん

検
診
を
受
診
し
て
も
ら
い
ỏ
早
期
発
見
ỏ
早

期
治
療
を
行
い
ỏ
救
え
る
命
を
救
う
た
め
に

も
ỏ
が
ん
教
育
を
行
う
べ
き
で
す
Ố

現
在
ỏ
国
が
平
成　

年
に
策
定
し

⚑⚙

た
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
の
見

直
し
を
進
め
て
お
り
ỏ
そ
の
中
の
一
つ
に
が

ん
の
教
育
ỏ
普
及
啓
発
を
掲
げ
て
い
ま
す
Ố

が
ん
に
関
す
る
学
習
は
ỏ
生
徒
が
生
涯
を
通

じ
て
自
ら
の
健
康
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら

も
意
味
は
大
き
く
ỏ
ま
た
ỏ
小
中
学
生
の
親

の
世
代
と
い
う
の
は
ỏ
ち
Ỷ
う
ど
が
ん
の
リ

ス
ク
が
高
ま
る
世
代
で
あ
り
ỏ
家
庭
で
話
す

こ
と
に
よ
ỳ
て
ỏ
親
世
代
の
受
診
率
向
上
に

つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
の
で
ỏ
今
後
し
ỳ
か

り
対
応
し
て
い
き
た
い
Ố

問答

１　

伊
藤　

大
輔
ớ
民
主
・
市
民
フ
Ỽ
ồ
ラ
ム
Ờ

　

①
地
域
自
治
の
し
く
み
づ
く
り

　

②
被
害
者
支
援
の
取
り
組
み

２　

浅
川　

修
一
ớ
日
本
共
産
党
Ờ
★

　

①
第
一
中
学
校
の
大
規
模
改
修
に
つ
い
て

　

②
公
共
施
設
の
改
修
及
び
整
備
に
つ
い
て

　

③
立
川
駅
南
口
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

３　

小
川　

あ
き
こ
ớ
民
主
・
市
民
フ
Ỽ
ồ
ラ
ム
Ờ
★

　

①
が
ん
教
育
に
つ
い
て

　

②
認
知
症
対
策
に
つ
い
て

　

③
情
報
管
理
体
制
の
徹
底
に
つ
い
て

　

④
事
業
委
託
業
務
の
品
質
管
理
に
つ
い
て

４　

高
口　

靖
彦
ớ
公
明
党
Ờ

　

①
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

５　

永
元　

須
摩
子
ớ
日
本
共
産
党
Ờ

　

①
清
掃
行
政
に
つ
い
て

　

②
保
育
行
政
に
つ
い
て

　

③
障
が
い
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に

６　

安
東　

太
郎
ớ
安
進
会
Ờ

　

①
立
川
駅
周
辺
の
案
内
標
示
に
つ
い
て

７　

山
本　

み
ち
よ
ớ
公
明
党
Ờ
★

　

①
健
康
都
市
・
立
川
を
目
指
し
て

　

②
防
災
対
策
に
つ
い
て

８　

五
十
嵐　

け
ん
ớ
市
民
の
党
Ờ
★

　

①
家
庭
ご
み
の
有
料
化
方
針
の
撤
回
を

　

②
地
区
図
書
館
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

　

③
放
射
能
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
の
具
体
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て

９　

田
中　

清
勝
ớ
民
主
・
市
民
フ
Ỽ
ồ
ラ
ム
Ờ
★

　

①
団
地
の
抱
え
て
い
る
課
題
に
つ
い
て

　

②
無
縁
社
会
・
孤
独
死
に
つ
い
て

　

③
公
共
施
設
の
屋
上
の
ソ
ồ
ラ
ồ
パ
ネ
ル
設
置
に
つ
い
て

　
　

福
島　

正
美
ớ
公
明
党
Ờ
★

１０
　

①
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
生
し
明
る
く
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

　

②
道
路
空
間
の
オ
ồ
プ
ン
化
に
つ
い
て

　
　

堀
江　

重
宏
ớ
日
本
共
産
党
Ờ

１１
　

①
あ
る
社
会
福
祉
法
人
の
こ
と
に
つ
い
て

　

②
障
が
い
者
の
制
度
等
に
つ
い
て

　
　

大
沢　

豊
ớ
み
ど
り
立
川
Ờ
★

１２
　

①
震
災
原
発
事
故
避
難
者
の
支
援

　

②
母
子
支
援
に
つ
い
て

　

③
環
境
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

　
　

稲
橋　

ゆ
み
子
ớ
立
川
・
生
活
者
ネ
ỽ
ト
ワ
ồ
ク
Ờ
★

１３
　

①
公
共
施
設
へ
の
フ
ỹ
フ
テ
ỹ
ồ
・
フ
ỹ
フ
テ
ỹ
ồ
の
導

入
に
つ
い
て

　

②
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
の
保
障
に
つ
い
て

　

③
立
川
市
高
齢
者
福
祉
介
護
計
画
に
つ
い
て

★…一問一答方式市市政政のの内内容容をを聞聞くく一般質一般質問問
要要旨旨
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国の動向を注視したい
堀江　重宏（日本共産党）

自
立
支
援
医
療
制
度
に
つ
い
て
ỏ

障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
後
ỏ
低

所
得
者
に
対
し
ỏ
障
が
い
者
福
祉
サ
ồ
ビ
ス

に
つ
い
て
は
利
用
者
負
担
軽
減
策
が
と
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
ỏ
自
立
支
援
医
療
に
つ
い
て

は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
Ố
国
が
基
本
合

意
で
約
束
を
し
た
低
所
得
者
の
利
用
料
無
料

化
は
ỏ
重
い
負
担
に
苦
し
む
障
が
い
当
事
者
ỏ

家
族
の
切
実
な
願
い
で
す
が
ỏ
こ
の
点
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
な
ỳ
た
の
で
し
Ỷ
う
か
Ố

低
所
得
者
の
利
用
料
が
無
料
化
さ
れ
な
い
こ

と
に
つ
い
て
ỏ
見
解
を
伺
い
ま
す
Ố

⚒
月
⚘
日
に
障
が
い
者
制
度
改
革

推
進
会
議
の
骨
格
提
言
に
対
応
し

た
厚
生
労
働
省
案
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
Ố
障

害
者
自
立
支
援
法
に
お
け
る
利
用
者
負
担
の

応
益
制
度
の
廃
止
は
ỏ
介
護
や
訓
練
等
給
付

の
サ
ồ
ビ
ス
に
対
す
る
利
用
者
負
担
が
中
心

に
論
議
さ
れ
て
い
る
中
で
ỏ
医
療
の
自
己
負

担
に
つ
い
て
の
検
討
が
さ
れ
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
Ố
今
後
ỏ
検
討
が
進
む
中
で
ỏ

介
護
や
訓
練
等
給
付
の
サ
ồ
ビ
ス
に
引
き
続

き
ỏ
利
用
者
負
担
の
応
能
制
度
へ
の
転
換
に

つ
い
て
ỏ
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
Ố

問答

「在宅療養」を選べるための情報提供を
相談窓口の十分な周知を図る

稲橋　ゆみ子（立川・生活者ネットワーク）

在
宅
し
な
が
ら
包
括
的
に
周
り
を

多
職
種
の
方
た
ち
が
ỏ
手
を
つ
な

い
で　

時
間
の
訪
問
体
制
を
と
り
ỏ
サ
ポ
ồ

⚒⚔

ト
す
る
仕
組
み
が
で
き
る
状
況
に
な
り
ま
し

た
Ố
し
か
し
ỏ
第
⚕
期
高
齢
者
福
祉
介
護
計

画
を
見
ま
し
た
が
ỏ
そ
の
よ
う
な
計
画
を
市

が
進
め
て
い
く
と
い
う
方
向
性
が
伝
わ
ỳ
て

き
ま
せ
ん
Ố
市
民
が
在
宅
療
養
を
選
べ
る
制

度
に
も
関
わ
ら
ず
ỏ
情
報
が
市
民
に
あ
り
ま

せ
ん
Ố
市
民
が
わ
か
る
よ
う
な
形
で
ỏ
在
宅

療
養
を
選
ん
で
い
け
る
よ
う
な
情
報
提
供
を

し
て
頂
き
た
い
Ố

新
た
な
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
目
指
し
ỏ
第
⚕
期
高
齢
者
福
祉

介
護
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
Ố
現
在
ỏ
立
川

市
医
師
会
か
ら
在
宅
医
療
が
可
能
な
医
療
機

関
の
リ
ス
ト
を
提
供
し
て
頂
き
ỏ
各
種
業
務

や
高
齢
者
の
相
談
等
に
活
用
し
て
い
ま
す
Ố

し
か
し
ỏ
行
政
で
の
利
用
と
い
う
条
件
が
あ

り
ỏ
積
極
的
な
周
知
は
行
ỳ
て
い
ま
せ
ん
Ố

地
域
の
相
談
窓
口
と
し
て
市
内
⚖
カ
所
に
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ồ
が
あ
り
ỏ
適
切
な
相

談
が
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
ỏ
今
後
市
民
に

周
知
を
図
ỳ
て
い
き
た
い
Ố

問答

震災原発事故避難者の支援を
被災者の雇用を周知
大沢　豊（みどり立川）

震
災
原
発
事
故
避
難
者
に
対
す
る

行
政
以
外
の
支
援
情
報
提
供
に
つ

い
て
ỏ
市
で
は
ỏ
月
に
一
ỏ
二
回
と
い
う
こ

と
で
す
が
ỏ
そ
の
他
の
機
関
ỏ
社
会
福
祉
協

議
会
や
都
営
住
宅
等
の
自
治
会
と
の
連
携
は
ỏ

ど
の
よ
う
に
な
ỳ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
Ố

ま
た
ỏ
市
で
避
難
者
を
雇
用
し
て
い
る
実
例

は
あ
る
の
で
し
Ỷ
う
か
Ố
市
が
委
託
事
業
を

行
ỳ
て
い
る
事
業
所
や
建
設
工
事
ỏ
清
掃
や

様
々
な
業
務
委
託
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
積

極
的
に
避
難
者
の
雇
用
を
促
す
施
策
を
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
か
Ố

避
難
者
へ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て

は
ỏ
社
会
福
祉
協
議
会
や
都
営
住

宅
の
自
治
会
か
ら
の
情
報
提
供
の
依
頼
に
つ

い
て
も
対
応
を
し
て
い
ま
す
Ố
ま
た
ỏ
緊
急

雇
用
創
出
基
金
事
業
を
活
用
し
ỏ
被
災
者
を

優
先
的
に
雇
用
す
る
よ
う
努
め
て
お
り
ỏ
現

在
⚓
名
を
臨
時
職
員
と
し
て
雇
用
し
て
い
ま

す
Ố
東
京
し
ご
と
財
団
が
相
談
窓
口
を
開
設

し
ỏ
雇
用
事
業
者
に
対
す
る
助
成
金
支
給
の

相
談
等
を
行
ỳ
て
い
ま
す
Ố
今
後
ỏ
市
委
託

事
業
等
の
契
約
段
階
に
お
い
て
も
ỏ
制
度
活

用
に
向
け
た
周
知
を
進
め
て
い
き
た
い
Ố

問答

自立支援医療の低所得者無料化は

障害者が安心できる地域づくりを
理解を深める施策を推進

福島　正美（公明党）

障
害
の
あ
る
方
か
ら
ỏ
地
域
行
事

等
に
参
加
し
て
ỏ
自
分
た
ち
の
こ

と
を
も
ỳ
と
知
ỳ
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち

は
あ
る
が
ỏ
な
か
な
か
言
い
出
せ
な
い
と
の

声
が
あ
り
ま
す
Ố
日
頃
の
地
域
行
事
や
ま
ち

の
イ
ベ
ン
ト
等
で
も
ỳ
と
障
害
者
の
方
々
と

会
う
機
会
が
あ
れ
ば
ỏ
今
以
上
の
理
解
も
進

み
交
流
も
深
ま
る
と
思
い
ま
す
Ố
今
後
障
害

者
の
地
域
へ
の
移
行
が
見
込
ま
れ
る
中
で
ỏ

市
は
障
害
者
理
解
の
啓
発
や
障
害
者
が
地
域

活
動
に
気
軽
に
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り
等

の
施
策
の
推
進
に
努
め
る
べ
き
と
考
え
ま
す
Ố

障
害
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
ỏ
地
域

の
中
で
顔
と
顔
が
つ
な
が
ỳ
て
い
る
関
係
の

構
築
と
ỏ
障
害
や
障
害
者
に
対
す
る
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
Ố
障
害
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
ỏ

障
害
者
週
間
を
独
自
に
設
定
し
ỏ
講
演
会
ỏ

研
修
会
等
を
開
催
す
る
ほ
か
ỏ
交
流
の
た
め

の
ふ
れ
あ
い
広
場
な
ど
を
行
ỳ
て
い
ま
す
Ố

今
後
も
ỏ
障
害
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た

め
の
啓
発
や
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ỏ
共
生
の
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
Ố

問答

〔議案等の審査〕
◆「災害時の緊急食糧として家畜を活用する仕組みの構築に関
する陳情」を不採択すべきものと決定
◆「都市再生機構賃貸住宅を公共住宅として存続させることを
求める意見書提出に関する請願」を採択すべきものと決定
◆「立川市自治憲章条例（仮称）の制定に関する陳情」を継続
審査とする
〔主な報告事項〕
◆スポーツ祭東京⚒⚐⚑⚓立川市実行委員会関連について
◆立川競輪場施設改修基本計画について
　　平成⚒⚔年度は走路全面改修工事等を実施。

総 務 委 員総 務 委 員 会会

〔議案等の審査〕
◆「保育園・学童保育所での休日保育の実施を求める請願」を
採択すべきものと決定
◆「立川駅南側に病児保育室の設置を求める請願」を採択すべ
きものと決定
◆「公的年金の改悪に反対する意見書提出を求める請願」を採
択すべきものと決定
◆「都民のための食肉処理場を整備するまで八王子食肉処理場
を存続させることに関する陳情」を不採択すべきものと決定
◆「立川市立江の島保育園の園庭遊具の改善と小規模保育園の
存続を求める陳情」を継続審査とする
〔主な報告事項〕
◆羽衣町母子死亡事例の検証について（中間報告）

厚 生 産 業 委 員厚 生 産 業 委 員 会会

〔特定事件〕
◆議会改革について
　・⚔月⚒⚘日に女性総合センターで開催する議会報告会の内容

について議論を行う。
　・各委員が議会基本条例についての考えを述べ合う。

議 会 改 革 特 別 委 員議 会 改 革 特 別 委 員 会会

〔議案等の審査〕
◆「立川市道西⚒⚖号線の廃止について」「立川市道東⚑⚖⚔号線の
認定について」「立川市道西⚒⚖号線の認定について」「立川市
道北⚑⚕⚐号線の認定について」を可決すべきものと決定
◆「立川市墓地等の経営の許可等に関する条例」を可決すべき
ものと決定
〔特定事件〕
◆清掃工場移転について
〔主な報告事項〕
◆くるりんバス西ルート等の再編について
　　安全性の確保に課題があり、認可手続きが遅れている。
◆家庭ごみ戸別収集・有料化移行への考え方について
　　説明会などで丁寧に説明し、平成⚒⚕年度の秋ごろの実施を目標。

環 境 建 設 委 員環 境 建 設 委 員 会会

〔主な報告事項〕
◆立川市教育委員会教育目標の改定について
　　教育委員会委員と市民の意見を踏まえて最終案を取りまと
め、⚓月⚒⚑日の教育委員会定例会で決定予定。
◆特別支援教育の充実について
　　特別支援教育課を設置。また三中に情緒障害等通級指導学
級を開設。支援の充実を図る。
◆立川シティハーフマラソン⚒⚐⚑⚒について
　　合計⚗，⚑⚔⚙人が参加して盛大に実施。
◆地区図書館への指定管理者制度導入の拡大と継続について
　　一定の評価が得られたと判断しており、今後も関係団体と
も調整を進め拡大と継続に向け取り組む。

文 教 委 員文 教 委 員 会会

〔特定事件〕
◆旧庁舎周辺地域まちづくりについて
◆立川駅北口西地区再開発及び立川駅西側新自由通路について
◆都市軸沿道地域まちづくりについて
◆新庁舎周辺地域まちづくりについて
◆武蔵砂川駅・西武立川駅周辺地区まちづくりについて
◆立川基地跡地昭島地区まちづくりについて

立 川 ま ち づ く り 特 別 委 員立 川 ま ち づ く り 特 別 委 員 会会

委委 員員 会会 のの 活活 動動委 員 会 の 活委 員 会 の 活 動動
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請願
陳情

　⚓月定例会には新たに請願⚔件と陳情⚒件が提出されま
した。前回からの継続審査となっていた陳情⚒件とあわせ
て、⚘件を慎重に審議しました。
　その結果、⚓件を採択、⚓件を不採択、⚒件を継続審査
としました。
　なお、「公的施設への市民交流喫茶室設置および増設に
関する請願」は請願者より撤回されました。

採択されました
要　　　　旨件　　　　名

　政府が直接関与する公共住宅として維持存続
させることを求める等の意見書を関係機関に提
出することを求めるもの

都市再生機構賃貸住宅を公共住
宅として存続させることを求め
る意見書提出に関する請願

　あらゆる手立てを検討し、一刻も早い休日保
育の実施を求めるもの

保育園・学童保育所での休日保
育の実施を求める請願

　あらゆる手立てを検討し、立川駅南側に一刻
も早い病児保育室の設置を求めるもの

立川駅南側に病児保育室の設置
を求める請願

意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見意見書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書意見意見書書

（要 旨（要　旨））

不採択になりました
要　　　　旨件　　　　　名

　公的年金の「特例水準解消⚒．⚕％削減」は行わ
ないよう、意見書を関係機関に提出することを
求めるもの

公的年金の改悪に反対する意見
書提出を求める請願

　都民が安心して家畜を搬入できる食肉処理場
（と畜場）を整備することなどの意見書を関係
機関に提出することを求めるもの

都民のための食肉処理場を整備
するまで八王子食肉処理場を存
続させることに関する陳情

　都民の健康を守るため、家畜を緊急時の食糧
として活用する仕組みを構築するプランを早期
に実現できるよう、関係機関へ意見書を提出す
ることを求めるもの

災害時の緊急食糧として家畜を
活用する仕組みの構築に関する
陳情

継続審査になりました
要　　　　旨件　　　　　名

　三多摩の中核都市としてふさわしい自治基本
条例（立川市自治憲章条例（仮称））の制定に向
けて取り組むことを求めるもの

立川市自治憲章条例（仮称）の
制定に関する陳情

　園庭に放置してある滑り台を交換し、新たに
ブランコを設置すること等を求めるもの

立川市立江の島保育園の園庭遊
具の改善と小規模保育園の存続
を求める陳情

全会一致で可決・承認・採択された議案等
若者雇用をめぐる情報のミスマッチ解消を求める意見書第⚑号議員提出議案
父子家庭支援策の拡充を求める意見書第⚒号
専決処分について（立川市固定資産評価員の選任について）第⚑号市長提出議案
平成⚒⚔年度立川市特別会計競輪事業予算第⚓号
平成⚒⚔年度立川市特別会計下水道事業予算第⚕号
平成⚒⚔年度立川市特別会計駐車場事業予算第⚖号
立川市道西⚒⚖号線の廃止について第⚙号
立川市道東⚑⚖⚔号線の認定について第⚑⚐号
立川市道西⚒⚖号線の認定について第⚑⚑号
立川市道北⚑⚕⚐号線の認定について第⚑⚒号
東京都後期高齢者医療広域連合規約の変更について第⚑⚓号
立川市図書館条例の一部を改正する条例第⚑⚔号
立川市廃棄物処理及び再利用促進条例の一部を改正する条例第⚑⚕号
立川市下水道条例の一部を改正する条例第⚑⚖号
立川市地区計画区域内建築物制限条例の一部を改正する条例第⚑⚗号
立川市墓地等の経営の許可等に関する条例第⚑⚘号
立川市公園条例の一部を改正する条例第⚑⚙号
立川市交通安全対策審議会設置条例の一部を改正する条例第⚒⚐号
立川市自転車等放置防止条例の一部を改正する条例第⚒⚑号
立川市心身障害児通園施設条例の一部を改正する条例第⚒⚔号

立川市学童保育所条例の一部を改正する条例第⚒⚕号市長提出議案
立川市職員の公益的法人等への派遣等に関する条例の一部を改正する条
例第⚒⚗号

立川市常勤特別職職員給与等支給条例の臨時特例に関する条例の一部を
改正する条例第⚒⚘号

立川市教育委員会教育長の給与、勤務時間等に関する条例の臨時特例に
関する条例の一部を改正する条例第⚒⚙号

平成⚒⚓年度立川市一般会計補正予算（第⚖号）第⚓⚐号
平成⚒⚓年度立川市特別会計競輪事業補正予算（第⚔号）第⚓⚑号
平成⚒⚓年度立川市特別会計国民健康保険事業補正予算（第⚓号）第⚓⚒号
平成⚒⚓年度立川市特別会計下水道事業補正予算（第⚓号）第⚓⚓号
平成⚒⚓年度立川市特別会計駐車場事業補正予算（第⚑号）第⚓⚔号
平成⚒⚓年度立川市特別会計介護保険事業補正予算（第⚓号）第⚓⚕号
平成⚒⚓年度立川市特別会計後期高齢者医療事業補正予算（第⚓号）第⚓⚖号
立川市泉市民体育館改修工事（建築）請負変更契約第⚓⚗号
立川市泉市民体育館改修工事（電気設備）請負変更契約第⚓⚘号
立川市泉市民体育館改修工事（機械設備）請負変更契約第⚓⚙号
立川市自転車等駐車場条例の一部を改正する条例第⚔⚐号
保育園・学童保育所での休日保育の実施を求める請願第⚒号請　　　　願
立川駅南側に病児保育室の設置を求める請願第⚓号

賛否が分かれた議案等

結　

果

⚒⚘⚒⚗⚒⚖⚒⚕⚒⚔⚒⚓⚒⚒⚒⚑⚒⚐⚑⚙⚑⚘⚑⚗⚑⚖⚑⚕⚑⚔⚑⚓⚑⚒⚑⚑⚑⚐⚙⚘⚗⚖⚕⚔⚓⚒⚑議席番号
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屋　
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東　

太
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藤　

大
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小
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橋　
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議員名

自自公公民民民み共共共共市民民公公公自自自自安公公民民ネ会派名

可決

議　
　
　
　
　
　
　
　

長

○○○×××○○○○○○××○○○○○○○○○○××○都市再生機構賃貸住宅を公共住宅として存続させること
を求める意見書第⚓号議員提出

議 案
否決※×○○×××○○○○○○××○○○×××××○○××□公的年金の改悪に反対する意見書第⚔号

可決○○○○○○××××××○○○○○○○○○○○○○○×平成⚒⚔年度立川市一般会計予算第⚒号市長提出
議 案

可決○○○○○○××××××○○○○○○○○○○○○○○○平成⚒⚔年度立川市特別会計国民健康保険事業予算第⚔号
可決○○○○○○××××××○○○○○○○○○○○○○○○平成⚒⚔年度立川市特別会計介護保険事業予算第⚗号
可決○○○○○○××××××○○○○○○○○○○○○○○○平成⚒⚔年度立川市特別会計後期高齢者医療事業予算第⚘号
可決○○○○○○××××××○○○○○○○○○○○○○○○立川市国民健康保険条例の一部を改正する条例第⚒⚒号
可決○○○○○○××××××○○○○○○○○○○○○○○○立川市介護保険条例の一部を改正する条例第⚒⚓号
可決○○○○○○××××××○○○○○○○○○○○○○○○立川市市税賦課徴収条例の一部を改正する条例第⚒⚖号

採択○○○×××○○○○○○××○○○○○○○○○○××○都市再生機構賃貸住宅を公共住宅として存続させること
を求める意見書提出に関する請願第⚑号請 願

不採択※×○○×××○○○○○○××○○○×××××○○××□公的年金の改悪に反対する意見書提出を求める請願第⚔号

不採択××××××○××××○××××××××××××××○都民のための食肉処理場を整備するまで八王子食肉処理
場を存続させることに関する陳情第⚗号陳 情

不採択××××××○××××○××××××××××××××○災害時の緊急食糧として家畜を活用する仕組みの構築に関する陳情第⚘号
※可否同数だったため、議長が決した。

注）議長は採決に加わりません
○…賛成　×…反対　□…退席

公…公明党　民…民主・市民フォーラム　自…たちかわ自民党　共…日本共産党
み…みどり立川　市…市民の党　ネ…立川・生活者ネットワーク　安…安進会各議案に対する賛各議案に対する賛否否


